
28

▼
開
会
日
（
２
月
27
日
）　

　
　
　
村
長
か
ら
「
審
査
意
見
（
12

月
議
会
）
に
対
す
る
村
の
対
応
」、

「
行
政
報
告
」
及
び
「
30
年
度
施

政
方
針
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
予
算
案
件
を
は
じ
め
と

す
る
35
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

▼
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
３
月
５
日
・
６
日
・
７
日
）

　
　
　「
平
成
29
年
度
補
正
予
算
案
」

及
び
「
平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
」

　
　
に
つ
い
て
、各
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

　
　
質
疑
、
審
議
等
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問
（
３
月
９
日
）

　
　
　
６
人
の
議
員
が
、
村
政
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。（
各
議
員
の
質
問
要
旨

は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）

▼
常
任
委
員
会
（
３
月
12
日
）

　
　
　
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
、

事
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

▼
全
員
協
議
会

　
　
　
（
２
月
27
日
・
３
月
14
日
）

　
　
　
村
か
ら
の
説
明
、
報
告
及
び

質
疑
の
他
、
議
員
間
で
の
報
告
・

協
議
等
を
行
い
ま
し
た
。（
主
な

内
容
は
30
ペ
ー
ジ
）

▼
閉
会
日
・
採
決
（
３
月
14
日
）

　
　
　
各
委
員
長
が
委
員
会
審
査
の
報

告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
全

て
原
案
通
り
可
決
、
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
引
き
続
き
、
追
加
議
案
が
上
程

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
承
認
案

件
は
じ
め
４
議
案
全
て
、
承
認
、

可
決
、
同
意
、
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
第
１
回
定
例
会
が
、

２
月
27
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
16
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
平
成
30
年
度
当
初
予

算
（
12
件
）
を
は
じ
め
、
平
成
29
年
度
補

正
予
算
（
９
件
）、
条
例
（
10
件
）、
事
件

（
４
件
）、
人
事
（
２
件
）、
承
認
（
１
件
）、

発
議
（
１
件
）
計
39
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
３
月 

第
１
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
30
年
度 
当
初
予
算

　
予
算
の
概
要
は
、
２
～
３
ペ
ー
ジ
の
記

事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平成30年３月第１回定例会
新年度予算はじめ39議案を審議

２月27日から３月14日まで

一
般
会
計
当
初
予
算

34
億
１
８
０
０
万
円
を
可
決

　
30
年
度
当
初
予
算
は
、
「
予
算
決
算
常

任
委
員
会
」
（
江
田
宏
子
委
員
長
）
を
３

日
間
の
日
程
で
開
き
、
全
議
員
で
審
査
の

結
果
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
項
目
の
審
査
意
見
を
ま
と
め

ま
し
た
。
（
33
ペ
ー
ジ
）



■
農
の
拠
点
施
設
設
置
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　
施
設
を
「
指
定
管
理
」
か
ら
「
村
の

直
接
管
理
」
に
変
更
し
、
専
属
貸
付
料

及
び
利
用
料
を
定
め
る
も
の
。

　■
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
改
正

　
扶
養
手
当
の
額
変
更(

法
改
正)

に

伴
う
、
扶
養
親
族
加
算
額
の
改
正
。

　■
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
村
長
、副
村
長
、教
育
長
の
給
与
を
５
％

削
減
す
る
も
の（
平
成
31
年
３
月
ま
で
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

■
一
般
会
計
（
第
10
号
）

 

補
正
額
　
２
３
５
１
万
円
減
額
。

　（
予
算
総
額 

34
億
２
６
０
１
万
円
）

 

主
な
歳
出

　（
50
万
円
以
上
の
増
額
補
正
を
抜
粋
）

○
一
般
管
理
費

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
移
設
工
事
費

　
（
樽
川
橋
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
か
ら
）

　
　
中
村
交
差
点
へ
　
　
（
56
万
円
）

　○
農
業
振
興
費

・
農
業
振
興
公
社
補
助
金
（
追
加
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
９
万
円
）

　○
除
雪
対
策
費

・
出
動
増
に
伴
う
賃
金（
１
５
０
万
円
）

○
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費

・
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

  

（
蒸
し
器
）
購
入 （
２
１
６
万
円
）ほか

　そ
の
他
　

・
地
方
交
付
税
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

　
金
、
寄
附
金
、
諸
収
入
等(

実
績)

（
繰
入
金
　
▲
２
６
５
０
万
円
）

・
地
方
債
の
補
正(

実
績)

　

　
（
▲
１
９
６
０
万
円
）

・
林
道
清
水
平
線
改
良
工
事
を
来
年
度

　
に
繰
り
越
し
て
実
施

（
繰
越
明
許
費
　
６
４
３
万
円
）

■
情
報
通
信
特
別
会
計
（
第
４
号
）

 

補
正
額
　
１
億
１
７
２
６
万
円
減
額
。

（
予
算
総
額 

２
億
７
３
２
６
万
円
）

・
施
設
整
備
事
業
完
了
に
伴
う
精
算
。

　■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
５
号
）

 

補
正
額
　
17
万
円
減
額
。

（
予
算
総
額 

６
億
５
７
０
８
万
円
）

　■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
５
号
）

 

補
正
額
　
１
５
８
８
万
円
減
額
。

（
予
算
総
額 

５
億
８
３
６
３
万
円
）

■
観
光
施
設
特
別
会
計
（
第
４
号
）

・
リ
フ
ト
改
修
負
担
金
と
し
て
、木
島
平

　
観
光
㈱
で
１
割
相
当
額
を
負
担
し
、

　
一
般
会
計
繰
入
金
を
同
額
減
額
。
　

　
（
５
０
０
万
円
）

（
補
正
額
の
増
減
な
し
）

29

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

・
情
報
通
信
　
　
　
　
５
８
８
８
万
円

・
学
校
給
食
　
　
　
　
２
０
９
２
万
円

・
奨
学
資
金
貸
付
事
業
　
８
８
４
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
　
５
５
２
３
万
円

・
国
民
健
康
保
険
５
億
３
０
６
０
万
円

・
介
護
保
険
　
　
５
億
６
６
２
１
万
円

・
観
光
施
設
　
　
１
億
３
１
７
５
万
円

・
下
水
道
　
　
　
３
億
６
３
８
０
万
円

・
農
業
集
落
排
水
　
　
１
９
７
９
万
円

・
高
社
簡
易
水
道
　
　
５
１
５
２
万
円

・
水
道
事
業
会
計
１
億
１
８
８
５
万
円

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
件

■
情
報
通
信
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　
機
器
更
新(

廃
止)

に
伴
う
文
言
の
整

理
、
及
び
「
広
告
手
数
料
」
を
指
定
管

理
者
が
村
長
の
承
認
を
得
て
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

■
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

　
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
法
の
改
正

に
伴
い
、
対
象
業
種
に
つ
い
て
、
情
報

通
信
技
術
利
用
事
業
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
）
を
廃
止
し
、
農
林
水
産
物
等
販
売

事
業
を
追
加
す
る
も
の
。

■
地
域
経
済
牽け

ん
い
ん引

事
業
の
促
進
に
よ
る

　

地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
の

　

た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

　

関
す
る
条
例
の
制
定

　「
北
信
州
地
域
基
本
計
画
」（
北
信
地

域
６
市
町
村
と
県
な
ど
で
組
織
す
る
協

議
会
で
策
定)

に
基
づ
き
、「
地
域
経

済
を
牽
引
す
る
対
象
施
設
」
を
設
置
し

た
事
業
者
に
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

を
行
う
も
の
。

■
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
の
人
員

　

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

　

る
条
例
の
制
定

　
４
月
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の

制
定
権
限
が
県
か
ら
市
町
村
に
移
譲
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
事
業
の
運
営
に
関

す
る
人
員
等
の
基
準
」
を
定
め
る
も
の
。

他
、可
決
し
た
特
別
会
計 

当
初
予
算
額

■
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
国
保
税
額

の
一
部
改
正
ほ
か
。

条
　
　
例

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
介
護
保
険

計
画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
料
の
適
用

期
間
を
新
た
に
「
平
成
32
年
度
ま
で
」

に
改
め
る
も
の
。
な
お
、
介
護
保
険
料

は
こ
れ
ま
で
と
同
額
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
で「
住
所
地
特
例
」（
※
）

を
受
け
て
い
る
方
を
後
期
高
齢
者
医
療

で
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

（
※
）他
市
町
村
の
被
保
険
者
と
な
る
場

合
、
当
該
市
町
村
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
前
住
所
地
の
被
保
険
者
と
す
る
特
例

措
置
。

９
件

補
正
予
算
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■
下
水
道
特
別
会
計
（
第
４
号
）

 

補
正
額
　
１
１
３
万
円
減
額
。

（
予
算
総
額 

３
億
５
４
９
８
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
情
報
通
信
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

 

指
定
管
理
者
　
㈲
ふ
う
太
企
画

 

指 

定 

期 

間
　
平
成
30
年
４
月
１
日

　
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の

　
３
年
以
内
。

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定

 

指
定
管
理
者
　
木
島
平
観
光
㈱

 

指 

定 

期 

間   

平
成
30
年
４
月
１
日

　
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の

　
２
年
以
内
。

■
字あ

ざ

の
区
域
の
変
更

・
地
籍
調
査
事
業
に
伴
う
穂
高
９
区

　（
内
山
の
一
部
及
び
北
鴨
の
一
部
）
の

　「
字
」の
変
更
。隣
接
す
る
筆
の
字
を

　
同
一の
字
と
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
件

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
同
意
）

・
任
期
満
了
に
伴
う
任
命
。（
再
任
）

　
　
佐
藤
秀
雄 
氏
（
西
小
路
）
　

■
副
村
長
の
選
任
（
同
意
）

・
現
副
村
長
の
辞
任
に
伴
う
選
任
。

　
　
佐
藤
裕
重 

氏
（
西
小
路
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
件

■
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
の
報
告

【
賠
償
の
理
由
】
中
町
展
示
館
駐
車
場

　
入
口
で
、
側
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
が

　
跳
ね
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
タ
イ
ヤ

　
の
パ
ン
ク
。

【
損
害
賠
償
の
額
】
２
万
４
１
２
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

１
件

■
憲
法
９
条
の
改
憲
に
つ
い
て
は
、

　

慎
重
に
議
論
を
行
い
拙
速
な
結
論
を

　

避
け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
説
明
や
協
議
が
行
な
わ
れ
た
主
な

項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

２
月
27
日
（
火
）

【
村
長
提
出
案
件
】

◎
老
人
福
祉
計
画 

及
び

　
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
　

◎
農
業
振
興
公
社
の
運
営
状
況
と

　
補
助
金
の
追
加
補
正

◎
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

　
今
後
の
管
理
・
運
営

 

３
月
14
日
（
水
）

【
村
長
提
出
案
件
】

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
本
会
議
提
出
の
追
加
議
案
の
説
明

　
・
損
害
賠
償
の
専
決

　
・
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
特
例

　
・
教
育
委
員
の
任
命

　
・
副
村
長
の
選
任

【
議
員
の
み
】

◎
議
会
定
例
会
の
年
間
日
程
案

◎
定
例
の
全
員
協
議
会
の
開
催
日
時

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
25
日
（
水
）

◎
講
師
を
招
い
て
の
議
員
研
修
の
開
催

　
４
月
25
日
（
水
）

◎
国
内
視
察
研
修
の
テ
ー
マ
・
視
察
先

◎
出
席
し
て
い
る
会
議
等
の
報
告

議
会
全
員
協
議
会

人
　
　
事

承
　
　
認

発
　
　
議

　
山
頂
リ
フ
ト
降
り
場
付
近
に
設

置
さ
れ
た
「
高
社
山
テ
ラ
ス
・
ト

イ
レ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

（
３
月
11
日
）

視
察

■
高
社
簡
易
水
道
特
別
会
計（
第
２
号
）

・
消
費
税
減
額
分
を
積
立
金
に
計
上
。

　
　
　
（
15
万
円
）

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
３
号
）

・
予
算
を
下
回
る
見
込
み
の
使
用
料
に

　
一
般
会
計
繰
入
金
を
充
当
。

（
30
万
円
）

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
変
更

・
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用
す
る
計
画

　（
平
成
27
年
６
月
に
策
定)

に
、「
高

　
社
山
や
ま
び
こ
駐
車
場
整
備
事
業

　（
平
成
30
年
度
実
施
・
事
業
費
２
９

　
０
０
万
円
）」
を
追
加
す
る
も
の
。

事
　
　
件

４
件

■
水
道
事
業
会
計
（
第
６
号
）

・
人
件
費
の
不
足
額
及
び
固
定
資
産
の

　
除
去
費
を
計
上
。
　
　
（
55
万
円
）
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１
件

■
工
事
変
更
請
負
契
約
締
結
の

専
決
処
分
の
報
告

【
内
容
】
サ
ッ
カ
ー
場
に
建
設
中
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
平
成
28
年
度
繰
越
事

業
）
の
契
約
金
額
変
更
の
専
決
処
分
。

【
変
更
額
】
　
８
万
６
４
０
０
円
減
額
。

【
減
額
理
由
】
身
体
障
害
者
に
配
慮
し

た
施
設
と
す
る
た
め
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備

を
４
か
所
か
ら
２
か
所
に
減
ら
し
、
多

目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
件

■
一
般
会
計
（
第
９
号
）

 

補
正
額
　
５
６
８
５
万
円
増
額
。

（
予
算
総
額 

34
億
４
９
５
１
万
円
）

 

歳
　
出
（
主
な
項
目
を
抜
粋
）
　

○
一
般
管
理
費

・
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
９
人
）
、

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
６
人
）
、
全
日
本

　
ス
キ
ー
選
手
権
（
８
人
）
、
ジ
ュ
ニ

　
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
20
人
） 

へ
の

　
激
励
金
増
額
。
　
　
　
（
54
万
円
）

○
商
工
施
設
管
理
費

・
馬
曲
温
泉
男
性
用
露
天
風
呂
ろ
過
タ

　
ン
ク
に
亀
裂
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

　
更
新
工
事
費
。
（
１
０
４
２
万
円
）

○
除
雪
対
策
費

・
今
冬
の
豪
雪
対
応
の
た
め
、
一
般
職

　
手
当
、
修
繕
費
、
道
路
維
持
業
務
委

　
託
料
等
を
増
額
。（
４
５
７
３
万
円
）

 

財
源

・
障
害
者
福
祉
費
は
、
国
・
県
か
ら

　
75
％
の
補
助
金
。
そ
の
他
は
、
地
方

　
交
付
税
を
計
上
。

■
情
報
通
信
特
別
会
計
（
第
３
号
）

■
下
水
道
特
別
会
計
（
第
３
号
）

■
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計（
第
２
号
）

■
水
道
事
業
会
計
（
第
５
号
）

　・
以
上
４
特
別
会
計
は
、
年
度
当
初
か

　
ら
の
事
業
執
行
が
必
要
で
あ
り
、
入

　
札
等
の
手
続
き
を
新
年
度
前
に
で
き

　
る
よ
う
に
す
る
た
め
計
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
件

■
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
選
任

・
議
員
の
辞
職
に
伴
い
不
在
と
な
っ
た

　
委
員
長
の
選
任

・
土
屋
喜
久
夫 

議
員

平
成
30
年

第
１
回
　
臨
時
会

（２月７日）

承
　
　
認

補
正
予
算

人
　
　
事

特
別
会
計
ほ
か

　
受
付
締
切
日
は
、
議
会
開
会
日

の
１
週
間
前
で
す
。

　
早
め
に
議
会
事
務
局
へ
ご
持
参

い
た
だ
き
、
職
員
へ
の
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
始
め
た

「
各
種
団
体
と
の
懇
談
会
」
の
４
回

目
（
２
月
26
日
）
は
　「
農
人
（
ノ
ー

ビ
ッ
ト
）
ク
ラ
ブ
」
と
行
い
ま
し
た
。

　
農
人
ク
ラ
ブ
は
、
若
手
農
業
者
の

皆
さ
ん
で
結
成
さ
れ
た
組
織
で
す
が
、

現
在
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
活
動
は
特

に
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
日
頃
感

じ
て
い
る
　
農
業
の
課
題
、
意
見
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

・
人
手
不
足

・
夏
期
は
農
業
、
冬
期
は
…

・
畑
地
の
土
地
改
良

・
鳥
獣
害
被
害
（
電
気
柵
の
広
域
化
）

な
ど
。

　
ま
た
、
繁
忙
期
に
農
業
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
方
の
中
に
は
、
農
家

と
し
て
移
住
し
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
冬
期

の
ス
キ
ー

・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を

目
的
に
移

住
し
、
夏

期
の
働
き

口
と
し
て

農
家
の
お

手
伝
い
を

さ
れ
て
い

る
方
が
い

る
と
い
う

話
も
伺
い
、

人
手
の
確
保
や
移
住
に
つ
な
が
る
ヒ

ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
と

し
て
も
、
今
回
挙
げ
ら
れ
た
課
題
が

少
し
で
も
解
決
に
向
か
う
よ
う
、
村

へ
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

農ノ
ー
ビ
ッ
ト人
ク
ラ
ブ
と
の
懇
親
会

▽
次
回
議
会
定
例
会
の
開
催
予
定

 
６
月
定
例
会

　
　
５
月
31
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
６
月
15
日
（
金
）

▽
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
　
５
月
24
日
（
木
）
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「12月議会の審査意見」に対する村の対応
（主旨抜粋）

　平成29年12月第４回議会定例会で出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。
　（２月27日本会議「諸般の報告」より）

【予算決算常任委員会】
○村税の滞納整理の努力は評価する。
　今後も公平性の確保に向け、更なる徴収に努められたい。
　　　財産調査を行い国税徴収法・地方税法等に基づく滞納処分を行っている。
　　　今後も厳しい姿勢で対応する。
　
○やまびこの丘公園内へ駐車場と進入路が新設され、入園料の無料化が検討されているが、
　投資効果、整備の優先順位等を現場関係者とも十分協議し、調整を済ませた上で事業に着手
　されたい。
　　　進入路工事は、計画時から十分に協議を行ってきた。また、指定管理者から無料化に
　　　向けた施設改修要望が提出され、その予算案を３月議会に提出している。
　　　今後も、施設利用者の増加を図るため、連絡調整を密に行い、適切な維持管理、利用者
　　　のサービス向上に努める。

○村長の太鼓判の販路拡大に努力をされたい。また、木島平米の評価が高まっている一方、
　太鼓判のインパクトは薄れてきているので、実態を調査し、次年度以降の計画・戦略を
　検討されたい。
　　　昨年12月には都内で新米キャンペーンを開催、現在は、ラジオ等電波媒体での宣伝
　　　を展開中。今後もコンクール受賞効果を最大限に活用したＰＲと販路拡大戦略を進める。

○そばの減収を要因として、農業振興公社への補助金の増額予算が計上された。
　「そば振興」の有効性を検証し、村の負担を増やさないよう、計画を再考されたい。
　　　遊休荒廃地対策として、そば栽培が最も適しており可能性があると考えている。
　　　普及センター等の指導を得て機械畝立による播種等の技術的検証を行い、収量の確保
　　　や作業工程の見直しによるコスト削減などにより収益性の向上を図る。また、地域の
　　　観光との結びつき、特産品としての定着やイベント開催等での活用へとつなげていく。

○村有施設の老朽化による修繕費が年々増え、今後も増大が見込まれる。
　想定外の出費を抑制できるよう、適正な管理に努められたい。
　　　村内施設は常に良好な管理を行うよう努めるとともに、将来を見据えて各施設の存廃
　　　について検討していく。

対
応

対　

応

対　

応

対
応

対
応
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常 任 委 員 会 審 査 意 見

総務産業常任委員会
●農の拠点施設の運営及び専属貸付にあたっては、真に農業振興及び地域経済の活性化に
　つながるよう、計画的に事業を遂行されたい。

民生文教常任委員会
●スキーの村として、スキーに親しむ底辺人口の拡大は重要であり、小中学生の大会参加は

もとより、練習のための支援も必要である。
　小学校が進めるスキー部後援会の資金調達も村内全体の盛り上がりを進めるため、
　地域のスキー振興意識の醸成に格段の配慮をされたい。

予算決算常任委員会
【補正予算に対して】　
●前年度、台湾誘客に向けた視察を実施したにもかかわらず、今年度、台湾誘客の委託料が

未執行であったことは残念である。
　継続事業として効果をあげられるよう、担当課内で、職務分担や進捗状況を把握し、
　必要に応じてサポート体制を組むなど、計画的に取り組まれたい。

【新年度予算に対して】
●村の応援団としての「わせだいら等への交流活動支援事業」は評価する。
　村民理解を得られるような運用規程を策定し、事業に取り組まれたい。
●持続可能な村づくりに向け、財政計画の見直しは喫緊の課題である。
　経常的に不足する経費に目的基金や過疎債を充当しているが、将来にわたる健全な財政
　運営に向け、早急かつ抜本的に「各事業の検証や財政計画の見直し」に取り組まれたい。
●今後、一人暮らし高齢者の世帯数の増加が見込まれる。幅広い年齢層を対象とした婚活
　事業、交流の場の推進など、将来を見据えた対策に努められたい。
●農業振興公社への補助金や集落支援員等の配置について、農業振興の観点から、その運用

についてしっかり検証し、経営改善につながるようそのよう事業の精査をされたい。
●今年度応募がなかった「都市交流推進の協力隊」を引き続き募集する計画だが、都市部の

誘客拡大に向け、効果的に活動できる人材を採用されたい。
●新鮮屋について、アンテナショップとして、特産品の販路拡大や誘客につながるよう調布市

との積極的な連携、派遣職員の有効な活用に努められたい。
●下水道事業について、財政の負担軽減に向けた検討は重要な課題である。浄化センターの
　包括委託を含め、あらゆる観点から、財政の負担軽減に向けた検討を早急に進められたい。

議会だより 2018.4（No.208）


